
  Holtzman 博士はアルツハイマー病 (AD) の基礎及び臨床研究で世界

をリードされる著名な研究者です。AD の遺伝的リスク因子である

apolipoproteinE がアイソフォーム特異的に Aβ蓄積、クリアランスに影響

を与えることを解明したほか、Aβの生理的な分泌が神経活動や睡眠サイ

クルに応じて変化することを実証するなど目覚ましい活動を展開されてい

ます。このたび日本神経科学会のため来日された機会に、本学で講演を

お願いしました。多数のご来聴をお待ちしております。 
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神経病理学セミナー 

 

演者 

Dr. David M. Holtzman, M.D. 
Andrew B. and Gretchen P. Jones Professor and Chairman, 
Department of Neurology, Washington University School of Medicine 

演題 

ApoE, protein aggregation, and 
Alzheimer's disease 

日時・場所 

2015 年 7 月 30 日  (木) 15 時~16 時  
薬学部南館 4 階 大学院講義室  


